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報告 

図書館利用者情報と全学共通 ID及び全学共通 ICカードのデータ連携 
 

中尾 康朗† 
<抄録>  

九州大学附属図書館では 2009 年 11 月の図書館システム更新に伴い，学生及び職員情報について学内他システ

ムとのデータ連携のための開発を行い，利用者情報の管理に関して従来の個別 ID 管理方式から，全学共通 ID へ

の統一化及び全学共通 IC カードへの対応を実施したので報告する． 
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1. はじめに 
九州大学附属図書館では 2009 年 11 月に図書館シス

テムの更新を行った．その中で，貸出や入館を巡る利

用者情報のデータ管理方式についても変更を行った． 

完全に運用フェーズに入ってそれほど期間がたって

はいないが，これまでの経過についてまとめる． 

 

2. 背景と意義 

2.1. 従来の利用者情報管理 
最初に，貸出や入館を巡る利用者情報の管理に関し

ては，情報としての利用者データ管理と，物理的なカ

ードとしての利用者カード管理と，大きく２つの側面

がある． 

利用者データ管理の側面からは，従来のシステムで

は，学生データのうち正課生について，年度初めに図

書館で採番した利用者 ID を連絡後，学務部より新入

生データをもらい，一括登録作業を実施していた．そ

の後は，図書館システム内で維持管理を行い，学生に

学生証の再発行や留年等の異動があった場合，その都

度，メール等で個別連絡を受け，手動にて更新作業を

実施していた． 

また，督促等に伴う，連絡先等の確認についても，

必要に応じて各部局へ FAX 等により，学生の情報に関

する照会を行い，手動にて更新作業を実施していた． 

一方，職員データや学生データのうち研究生や科目

等履修生等の非正課生については，カウンターへの申

請に基づき，個別登録作業を実施していた． 

その結果，図書館として必要な範囲の情報を，図書

館業務の事情に合う形式で，細かく管理できるという

長所の反面，短所として，煩雑な維持管理を余儀なく

されていた． 

正課生のデータについては，異動の連絡があった場

合，毎日の多数の他のメールから人の目で識別し，コ

ピー＆ペーストによる更新を行ったり，FAX での情報

の場合は，目で見て転記入力したりするため，人的ミ

スによる更新漏れが発生する可能性を孕んでいた． 

また，職員データや非正課生のデータは，図書館独

自で利用者情報を入力し管理するため，氏名の表記や

最新の連絡先等において異なる場合があった．特に，

外国籍の利用者の名前の表記や読みについては難しい

ものも多く，どうしても担当者による入力の揺れがあ

った． 

一方，利用者カード管理の側面から，従来のシステ

ム下では，形態上は，磁気式学生証（学部や学年によ

っては IC 学生証等），ラミネート式の図書館利用者票

が混在していた．利用者 ID の表現形式も，バーコー

ドが中心で，学生については，学生証の裏面に図書館

独自の利用者 ID のバーコードを印刷してもらうこと

で，ラミネート式の図書館利用者票にかえていた． 

 

2.2. オンラインサービスのシングルサインオン化 
利用者データを巡るこれらの状況とは別に，図書館

サービスの１つである個々人の利用者 ID に応じてオ

ンラインで各種のサービスを提供するマイライブラリ

ーサービスにおいて，九州大学全学共通 ID（以下，全
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学共通 ID）に基づく認証を利用する方向性が打ち出さ

れた．全学共通 ID には，職員向けの SSO-KID と学生

向けの学生 ID がある． 

そして今回の図書館システム更新に伴い，マイライ

ブラリーサービスは全学共通 ID でのシングルサイン

オンを利用した形態に移行する予定であった． 

 

2.3. 全学共通 IC カードの本格運用開始 
一方，九州大学全学共通 IC カード運用事業室により，

2009 年度から全学共通 IC カードの本格運用が開始さ

れた． 

全学共通ICカードは，主に学生はICカード学生証，

職員は IC カード職員証からなっている． 

全学共通 IC カードは，IC チップに本学が独自に開

発した個人認証用 ID である MIID（Media Independent 

ID）を搭載した IC カードで，MIID サーバとの間で認

証を行うことで，各種サービスの提供を受けることが

できるカードである． 

 

2.4. 連携の意義と効果 
学生情報，職員情報と図書館が管理する利用者情報

については，共通する要素も多い．貸出・入館等にお

ける利用者情報の管理についても，これらの情報を活

用することにより，利用者が何回も申請を行ったり，

重複してデータを維持したりする必要がなくなり，効

率化を図ることができる． 

また，オンラインサービスにおけるシングルサイン

オン ID 体系との統一化を図ることで，利用者からみ

た場合，複数の ID を意識する必要がなくなる効果が

期待できる． 

そして，全学共通 IC カードを図書館利用票とするこ

とにより，利用者は，複数の ID カードをもつ必要が

なくなり，図書館サービスだけでなく，本学が提供す

るICカード向けサービスを1枚のカードで統合的に利

用することができる．図書館の事務についても，従来

のラミネート式図書館利用者票の印刷・交付を省略す

ることが可能となる． 

これらの連携を行うことで，共通データの利活用，

シングル ID，シングルカードといった効果が期待でき

る． 

 

2.5. システム更新の方向性 
 以上のような点から，今回の利用者情報連携につい

ては，次の点が主要な今回の更新のポイントとなった． 

 学生データや職員データから，図書館システムに

も共通のデータ要素を，定期的にかつ自動的に取

り込めるようにする．（共通データの利活用） 

 キーとなる利用者 ID は，可能な限り全学共通 ID

の体系に合わせる．（シングル ID） 

 図書館利用者票には，可能な限り全学共通 IC カ

ードを利用する．（シングルカード） 

 

3. 開発・導入 

3.1. 要件整理 
利用者情報連携部分の開発は，旧図書館システムが，

2009 年 11 月をもって期間満了を迎えるため，図書館

システムのリプレースに伴って実施した． 

検討は，実質 2009 年下半期頃から開始した． 

学内の職員情報，学生情報を管理するシステムの構

成やデータについて，その現在の状態だけでなく，今

後の予定も含めて把握することから始めた． 

職員情報については，情報統括本部全学共通認証事

業室と，学生情報については学務部及び情報統括本部

学務教務支援事業室と，全学共通 IC カードについては

情報統括本部全学共通 IC カード運用事業室と，それぞ

れ検討を重ねた． 

図書館システムでの利用者情報の状態だけでなく，

利用者 ID の体系や利用者カードとしての ID の表現方

法がどうなっているか，細かい点に関して，予想外に

細かく分かれていたため，現状を把握，理解するのに

かなりの時間を要した． 

旧図書館システム下では，電算化以後，その時々の

時期に，さまざまな基準で登録された利用者情報が蓄

積されたままになっており，どのような経緯で現在の

データの状態に至ったか，その足跡を正確に把握する

ことはほとんど困難であった． 

利用者 ID の形式に関しては，旧図書館システムで

は，数字のみによる利用者 ID であった．利用者カー

ドの ID は，バーコードで数字のみを扱える NW7 であ

った．今後，全学共通 ID を利用者 ID として採用する

場合，ID の桁数が変わり，英数字混合となり，バーコ

ードも英数字を扱える Code39 となる．このように，

バーコードスキャナで読み取れる桁数や規格を対応さ

せる必要がある． 

また，図書館システムでは，利用者の身分によって

利用できるサービスが異なってくるため，対応を正確

に整理する必要があった．これらについて，表１のと

おり整理することができた． 

職員側システム，学生側システム，図書館業務シス

テム，入館システム，IC カードシステムと連携をとる

システムの数が多く，図書館システム業者，入館シス

テム業者の開発導入の期間も考慮すると，一度期に実

装を完了するのは時間的にも困難な状況にあった． 

そこで，学生については学生証裏面のバーコードが，
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図書館独自 ID から学生 ID へ変化するのは，翌年度か

らであることや，非正課生についても学生 ID を正式

に登録運用開始するのが翌年度からであることから，

学生データについては，2010 年 4 月切り替えとし，職

員情報と，図書館業務システム，入館システム，IC カ

ードシステムとの連携を優先した． 

 

表 1 利用者情報の変遷詳細 
デ連携 デ連携

旧図書館ｼｽﾃﾑ身分 学 I学 I職 Sカ P 名 図 Bar IC 有無 先 貸 MY 学 I学 I職 Sカ P 名 図 Bar IC 有無 先 貸 MY 学 I学 I職 Sカ P 名 図 Bar IC 有無 先 貸 MY
教授 教授 ○ ○ 図 図 ○ △ ○ ○ ○ 職 S S ○ △ ○ ○ ○ 職 S S
准教授 准教授 ○ ○ 図 図 ○ △ ○ ○ ○ 職 S S ○ △ ○ ○ ○ 職 S S
講師 講師 ○ ○ 図 図 ○ △ ○ ○ ○ 職 S S ○ △ ○ ○ ○ 職 S S
助教・准助教 助教・准助教 ○ ○ 図 図 ○ △ ○ ○ ○ 職 S S ○ △ ○ ○ ○ 職 S S
- 教員（特別・有期） ○ ○ 図 図 ○ △ ○ ○ ○ 職 S S ○ △ ○ ○ ○ 職 S S
教務員 教務職員 ○ ○ 図 図 ○ △ ○ ○ ○ 職 S S ○ △ ○ ○ ○ 職 S S
事務職員
技術職員
教務助手
医員 医員 ○ ○ 図 図 ○ △ ○ ○ ○ 職 S S ○ △ ○ ○ ○ 職 S S
研修医 研修医 ○ ○ 図 図 ○ △ ○ ○ ○ 職 S S ○ △ ○ ○ ○ 職 S S
事務補佐員
技術補佐員
院生・博士 大学院生（博士） 在 ○ △ 図 図 ○ △ 図 学 ○ △ ○ 学 図 学

新 ○ ○ ○ ○ 学 学 学
院生・修士 大学院生（修士） 在 ○ △ 図 図 ○ △ 図 学 ○ △ ○ 学 図 学

新 ○ ○ ○ ○ 学 学 学
- 大学院生（専門職） 在 ○ △ 図 図 ○ △ 図 学 ○ △ ○ 学 図 学

新 ○ ○ ○ ○ 学 学 学
学生 学部生 在 ○ △ 図 図 ○ △ 図 学 ○ △ ○ 学 図 学

新 ○ ○ ○ ○ 学 学 学
研究生 研究生 ○ ○ △ 図 図 △ ○ ○ △ 図 図 △ ○ ○ △ ○ 学 学 学
専修生 専修生 ○ ○ △ 図 図 △ ○ ○ △ 図 図 △ ○ ○ △ ○ 学 学 学

聴講生 ○ ○ △ 図 図 △ ○ ○ △ 図 図 △ ○ ○ △ ○ 学 学 学
科目等履修生 ○ ○ △ 図 図 △ ○ ○ △ 図 図 △ ○ ○ △ ○ 学 学 学

- その他学生 ○ ○ △ 図 図 △ ○ ○ △ 図 図 △ ○ ○ △ ○ 学 学 学
研究員 研究員 ○ ○ 図 図 ○ △ ○ ○ ○ 職 S S ○ △ ○ ○ ○ 職 S S
名誉教授 名誉教授 ○ ○ 図 図 ○ ○ ○ ○ 職 S S ○ ○ ○ ○ 職 S S
非常勤講師 非常勤講師 ○ ○ 図 図 ○ △ △ ○ ○ ○ ○ 職 S S ○ △ △ ○ ○ ○ ○ 職 S S
学外者等 学外者等 ○ ○ 図 - ○ ○ 図 - ○ ○ 図 -

○：対応、△：一部対応
※1 在：2009年度時点の在学生、新：2010年度以降の新入生
※2 I学：IC学生証、I職：IC職員証、Sカ：2009年度以降発行SSO-KIDカード、P：パーソナルカード、名：名誉教授の証カード、図：図書館利用票
※3 Bar：バーコード、IC：ICチップ
※4 有無：データ連携有無、職：SSO-KID管理システム、学：学務情報システム
※5 貸：貸出、MY：マイライブラリー、図：図書館ID、S：SSO-KID、学：学生ID
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3.2. システム構成 

3.2.1. 他システムとの関連 
各システムのアプリケーション間の概略は図１のと

おりである． 

SSO-KID を含む職員情報を管理する SSO-KID 管理

システムと，学生 ID を含む学生情報を管理する学務

情報システムは，ともに事務用 LAN 上にある． 

これらの情報は全学共通 IC カード管理システムへ

も反映される． 

SSO-KID 管理システム，学務情報システムとも毎日，

csv 形式の連携用ファイルを出力する． 

一方，図書館システム及び入館システムは図書館

LAN 上に構築されている．図書館内の事務用 LAN 上

に接続された転送用 PC が連携用ファイルを毎日，図

書館システムに ssh にて自動転送する（図２）． 

図書館システムは受け取った連携用ファイルをもと

に，毎日，図書館システム内の利用者マスターを更新

する．その後，図書館システムは入館システム用テキ

ストファイルを出力する．この部分は，図書館パッケ

ージ中のデータ連携モジュールをカスタマイズするこ

とで開発した． 

入館システムは入館システム用テキストファイルを

毎日，受取り，入館システム内の利用者情報を更新す

る． 

なお，転送用 PC 部分のアプリケーションについて

は，図書館システム更新調達時の開発範囲に含まれて

いなかったため，オープンソースを利用し筆者にて自

作した． 

連携の形態としては csv ファイルベースの一方向で

の緩やかな連携である． 

一方，全学共通 IC カード関連部分は，図書館システ

ムのカウンター端末と自動貸出装置，入館システムに

ついて，全学共通 IC カード対応を行い，標準のバーコ

ードリーダに加え，IC カードリーダを取り付けている． 

IC カードリーダで読み取られた情報は，図書館内の

IC カード管理用 PC を経由して MIID サーバの間で認

証を行い，図書館システムでの正しい利用者 ID を受

け取る仕組みである． 

 

正課生・非正課生データ

反映

MIID認証
Shibboleth認証

職員・申請職員データ

MIIDサーバ Shibboleth IdP

利用者データベース

業務サーバ

マイライブラリー

貸出

 

図 1 他システムとの関連 

 

事務用LAN

図書館LAN

SSO-KID管理システム 学務情報システム

図書館システム 入館システム

転送PC

図書館

データ連携ファイルデータ連携ファイル

 

図 2 連携データの流れ 

 

3.2.2. 職員データ連携の特徴 
職員関連情報は 2009 年 12 月から連携を開始した． 

利用者マスター上のキーとなる ID が SSO-KID とな

る．物理的な利用カード自体の ID は，旧システムで

採用されていた体系を踏襲し，そのカードの発行回数

+SSO-KID とした． 
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連携する主要素としては，氏名情報，身分情報，学

部学科情報，メールアドレス情報である． 

身分情報，学部学科情報については，SSO-KID シス

テム側のコード体系と，図書館システム側のコード体

系が異なるため，変換テーブルを設けて対応すること

とした． 

有効期限情報については，もともと SSO-KID システ

ム側では持っていなかったため，基本的に無期限で登

録しておいて，連携ファイル上に非在籍フラグを含ん

だレコードがあった場合に，その時点で有効期限を前

日に更新することで無効化し，有効期限の管理をする

ことにした． 

更新のアルゴリズムであるが，まず，図書館システ

ム上に前回更新日情報を保持している． 

連携ファイルを先頭から 1 件ずつレコードを見てい

き，更新日が前回更新日情報より新しい場合について

更新を行う． 

その場合，在籍フラグを確認し，非在籍フラグを含

んでいれば在籍していない人とみなし，有効期限を無

効化する，非在籍フラグを含んでいなければ，キーID

が既に登録されていれば更新を，キーID が登録されて

いなければ新規登録を行う（図３）． 

連携頻度としては 1 日 1 回，タイミングは早朝，開

館時間前までに自動実行される． 

 

 
図 3 連携アルゴリズム 

 

3.2.3. 学生データ連携の特徴 
学生関連情報は 2010 年 4 月から連携を開始した． 
連携する主要素としては，氏名情報，身分情報，学

部学科情報，メールアドレス情報，住所情報（新規登

録時のみ），有効期限情報である． 
身分情報，学部学科情報については，学務情報シス

テム側のコード体系と，図書館システム側のコード体

系が異なるため，変換テーブルを設けて対応すること

とした． 
更新のアルゴリズム，連携頻度やタイミングについ

ては，基本的に職員データと同じである． 
 

3.3. データ移行 
旧図書館システムからのデータ移行時の最大の課題

として，旧利用者 ID と新利用者 ID の同定の問題があ

った． 
旧図書館システムでは図書館が独自に採番した図書

館 ID で登録されていた．職員情報について，新シス

テムでは ID 体系が SSO-KID へ変更となるため，職員

旧 ID と SSO-KID との同定が必要になってくる（表２）．

表は利用者カード ID の変遷に着目して整理したもの

である． 
 

表 2 利用者カード ID の変遷 

 

カード種別 
BarCode 

（規格） 

図書館システムの利用者 ID 

～2009.11 2009.12～ 2010.4～ 

学部生 

院生 

現１～４年生 図書館 ID 

（NW7） 

図書館 ID 
（発行回数１桁＋８桁＋ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ１桁）   

新入生（H22） 学生 ID 

（Code39）   学生 ID 
（発行回数１桁＋８桁＋ﾁｪｯｸﾃ゙ ｼ゙ ｯﾄ１桁）

職員 

IC 職員証 
SSO-KID 

（Code39）  SSO-KID 

（発行回数１桁＋１０桁）  
IC 職員証を

持たない職員

SSO-KID 

（Code39）     SSO-KID（※） 

（発行回数１桁＋１０桁）  
図書館 

利用者票 

図書館 ID 

（NW7） 

図書館 ID 
（発行回数１桁＋８桁＋ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ１桁） × × 

学外者等 

既登録者 
図書館 ID 

（NW7） 

図書館 ID 
（発行回数１桁＋８桁＋ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ１桁）   

新規登録者 

（１２月～）

図書館 ID 

（Code39）  図書館 ID 
（発行回数１桁＋８桁＋ﾁｪｯｸﾃ゙ ｼ゙ ｯﾄ１桁）  

 （※）IC カード Web 申請 

 

しかしこの場合，同定のためのキーとなる共通要素

がない．そのため，氏名のヨミをもとにマッチングを

かけて，同定作業を行った． 

旧図書館システム下では，電算化以後，その時々の

時期に，さまざまな基準で登録された利用者情報が蓄

積されたままになっており，どのような経緯で現在の

データの状態に至ったか，正確に把握することはほと

んど困難で，有効期限が切れているものを除いても，

その利用者が果たして有効なのか無効なのか判断が難

しい ID が多数存在した． 

また，過去の一時期，カタカナ表記のみの ID が存

在しており，2 つの同姓同名の ID だけでなく，3 つ以

上，中には 4 つも同姓同名 ID が存在するものがあっ

た． 

機械的に判断できないものについては，最終的に学

部学科等の情報をもとに総合的に人間系による判断を

行ったが，この部分は，相当の労力を要した． 

それでも，同姓同名同一人物と判断できず，名寄せ

できない職員旧 ID が残った．それらのマッチングで

きなかった有効な職員旧 ID については，期限を切っ

て暫定的に移行した． 

また，新しく導入する入館システムについては，マ

ッチングできなかった有効な職員旧 ID は，旧 ID 群と

在籍区分

フラグ確認

新規登録 更新 有効期限無効化

既に

利用者ID登録

連携対象csvファイル

の前回更新日情報

開始

更新日時＞

前回更新日

レコード読込

NY

在籍 非在籍

N Y
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して，日々の更新データとは別に，保持できるように，

入館システム側の設計を行い，移行期間のみ職員旧 ID

を置いて，旧 ID カードの職員でも入館だけはできる

ようにした．（図４） 

 

図書館システム

入館システムがテキスト
ファイルを取得

学生
教職員（新ID）
学外者等

教職員（旧ID）

利用者データ
テキストファイル

このID群は
更新なし

利用者データ

学生
教職員（新ID）
学外者等

毎日出力

更新

入館システム

 

図 4 入館システムにおける対応 

 

4. 運用 
運用フェーズに入り，課題が確認されてきた．主な

ものを紹介する．上位システムと双方で共通データを

持ち合うことからくるものが多い． 

基本的にこれらはその都度，こまめに上位の関係シ

ステムへ情報をフィードバックすることにより，デー

タ連携の品質については精度が良くなっており，次第

に安定化しつつあると言ってよい． 

 

4.1. 学生連携データファイルの不完全データ 
データ連携させるために，連携データファイル中に

連携のためのキーとなるフィールドをもたせる必要が

ある． 

職員データは，SSO-KID がそのまま図書館利用者 ID

として採用されているから大きな問題は少ない． 

一方，学生データは，2010 年度の学生から，学生 ID

が図書館利用者 ID となるが，2009 年度以前の学生に

ついては，既に旧図書館システムで交付した ID に対

応するバーコード情報が学生証に印刷されているため，

卒業まで旧図書館システムで交付した ID を利用する

ことになる． 

このため，学生用の連携データファイルには，連携

のためのキーとして 2009 年度以前入学の学生には旧

図書館システムで交付した ID，2010 年度以降入学の

学生には学生 ID がセットされている必要がある． 

しかし，この値がセットされていないため，図書館

利用者マスターが更新されないものがあることがわか

った．2010 年度から非正課生もシステム的に統合して

扱うようになったことや，各学部での学務情報の不完

全なデータ登録によるものということであった． 

学務情報システムへ情報をフィードバックすること

により，データの修正を行ってもらい，徐々に不完全

データの件数はなくなって，安定した． 

 

4.2. 未登録非正課生 
非正課生については，身分証の発行が各学部で行わ

れており，身分証は発行されているが，学務情報とし

ては未登録というケースがあった． 

これも，学務情報システムへ情報をこまめにフィー

ドバックすることにより，データの登録を行ってもら

って，徐々に不具合データの発生はなくなって，安定

した． 

 

4.3. 職員連携データの発行回数ずれ 
図書館システムでは，従来から，カード 1 点１点の

管理のために，ID の先頭にそのカードの発行回数情報

を埋め込む表現形式をとっている．このフィールドの

管理は現在も継続している． 

職員情報における，SSO-KID 自体は，シングルサイ

ンオン用のバーチャルな ID で，元来発行回数の概念

を持っていない．ただし，既存の図書館システムのバ

ーコード体系に合わせ，2009 年度より SSO-KID を配

布するカード型の紙にバーコードを印字する運用が行

われている． 

全学共通 IC カードではそのカードが有効かどうか

は，MIID 認証により確認することができるが，こち

らも既存の図書館システムのバーコード体系に合わせ，

カード裏面にバーコードを印字する運用が行われてい

る． 

職員の場合，SSO-KID は全員に配布されるが，IC カ

ード職員証の方は，2010 年 4 月時点で申請に基づいて

発行されている． 

したがって利用者 ID としてのバーコードに着目す

れば，同じ人で 2 つのカードが存在することができる．

そして，その人が再発行の手続きをした場合，両者の

間の発行回数の整合性という問題が出てくる． 

当初からこの問題は捕捉されていて，整合性がとれ

るよう運用手順も検討されたが，実際には SSO-KID 管

理システムと IC カード管理システムで発行回数の整

合を取る処理手順が煩雑で，人的ミスが生じやすく，

まれに両者で発行回数が一致しない利用者 ID が発生

した． 

これについては，今後，バーコードをなくした形で

IC カードのみに移行するための可能性について関係

者間で検討を行っているところである． 

 

4.4. 申請に基づく派遣職員等の登録までのタイムラグ 
上位のシステムへの登録から図書館システム側への

反映までのタイムラグの問題がある． 
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これは，運用前から認識されていた部分であるが，

申請に基づく派遣職員等の SSO-KID の取得について

は，月 2 回のペースでまとめて登録が行われている．

そのため，着任からカードを受け取るまでにある程度

の期間を要する． 

ただし，毎年の異動日に合わせて，申請書が最も集

まる時期に登録日は設定されており，当面は様子を見

ながら運用を行っている状況である． 

 

5. 今後に向けて 

5.1. 非正課生含めた IC カード発行 
学生データについては，基本的に正課生に限らず，

研究生，聴講生，科目等履修生等の非正課生について

も，学生 ID での利用者データ管理が可能となった． 

しかし，利用者カード管理の面では，現時点では全

非正課生への IC カード学生証の発行までには至って

いない．（ただし，個別の申請に基づく IC 対応のパー

ソナルカードの発行は可能） 

そのため，旧システムで行っていた，非正課生から

の申出によるラミネート式図書館利用者票の印刷を現

在も継続している．なお，利用者データの中身はデー

タ連携によって登録された学生 ID が印字される． 

非正課生への学生証発行が実現すれば，利用者デー

タ管理だけでなく，利用者カード管理においても，学

生全体として一元化し，シンプルな運用が可能となる． 

 

5.2. バーコードから IC カードへ 
4.3.記述した発行回数不具合の解消のために，バーコ

ードでなく，IC カード部分だけで運用を行うためには，

常に MIID サーバによる認証でまかなうことになる． 

現在は，MIID サーバは保守のためにサービス停止

時間が発生する時があり，図書館ではその間はバーコ

ードによる運用を行っている． 

IC カードによる認証のみとする場合，システムの冗

長化や保守時間帯の調節などにより，図書館開館時間

帯での MIID サーバの可用性を高める必要がある． 

図書館側にも，MIID サーバと通信を行う管理 PC 部

分の冗長化や保守など，信頼性，可用性を高める必要

がある． 

また，館内には，現在バーコードしか受付けない機

器も存在している．その部分の対応についても今後の

課題である． 

 

6. まとめ 
いくつかの課題は残されているが，旧図書館システ

ムのデータ状態に比較して，データ管理において一定

の最適化を実現することができた． 

基本的には，今回の更新から，図書館の利用者マス

ターは，学生データや職員データ側が上流になること

から，不具合があっても，連携対象となるフィールド

については，直接更新しても，常に上位データに依存

することとなった． 

そのことにより，図書館でこれまで柔軟に行えたデ

ータ更新に，一定の制約ができた側面はあるが，そう

いった制約以上に連携することによるメリット，特に

利用者からみたメリットの方が大きいと言うことがで

きるだろう． 

連携データ部分については情報をフィードバックす

ることが基本となる．いずれにしても日々の運用を通

して，知見を蓄積していくことが，今後の連携の安定

化のために重要だと考えられる． 
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